
【禁　忌】（次の患者には投与しないこと）
A本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
Bウシ又はブタたん白質に対し過敏症の既往歴のある患者

【組成・性状】
ポリトーゼカプセル・顆粒は、１カプセル又は顆粒0.4g中下記
の成分を含有する。

ポリトーゼカプセル：

添加物：カルメロースカルシウム、結晶セルロース、ヒ
ドロキシプロピルセルロース、マクロゴール6000、乳糖
水和物、ヒプロメロースフタル酸エステル、ヒマシ油、
タルク、ゼラチン、ラウリル硫酸ナトリウム

ポリトーゼ顆粒：淡褐色～褐色の胃溶性及び腸溶性の混合顆粒
で、わずかに特異なにおい及び味がある。
添加物：カルメロースカルシウム、結晶セルロース、ヒドロキ
シプロピルセルロース、マクロゴール6000、乳糖水和物、ヒプ
ロメロースフタル酸エステル、ヒマシ油、タルク

【効能・効果】
消化異常症状の改善

【用法・用量】
ポリトーゼカプセル：通常１回１カプセルずつ１日３回食後直

ちに経口投与する。
なお、年齢・症状により適宜増減する。

ポ リト ー ゼ 顆 粒：通常１回0.4gずつ１日３回食後直ちに経
口投与する。
なお、年齢・症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
1.慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）
薬剤過敏症の既往歴のある患者

2.副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を
実施していない。（再審査対象外）
過敏症：配合成分パンクレアチンはくしゃみ、流涙、皮膚発

赤（頻度不明）等を起こすことがあるので、このよう
な場合には投与を中止すること。

3.適用上の注意
薬剤交付時：PTP包装の薬剤はPTPシートから取り出して服

用するよう指導すること。［PTPシートの誤飲
により、硬い鋭角部が食道粘膜へ刺入し、更に
は穿孔をおこして縦隔洞炎等の重篤な合併症を
併発することが報告されている。］

【薬効薬理】
1.消化作用
本剤には、耐酸性消化酵素ヒロダーゼ、マミターゼ、リパー
ゼA、濃厚パンクレアチン及びセルラーゼAP3が配合されて
いるので、これらの作用があいまって、でんぷん、脂肪、た
ん白質及びせんい素に消化作用をあらわす（in vitro1）、試験
的消化不良犬2）、ヒト3, 4））。
また、本剤の成分は、耐酸性消化酵素を配合した胃溶性顆粒
と、濃厚パンクレアチンを腸溶性皮膜でコーティングした腸
溶性顆粒に分けられている。胃溶性顆粒は胃内で作用し、腸
溶性顆粒は胃内で分解されることなく腸内で作用するので、
胃から腸までの消化管の広い領域で消化作用をあらわす。1）

2.各成分の作用
Aヒロダーゼ5）

ヒロダーゼはヒイロタケ（Trametes sanguinea）の産生す
るたん白分解活性を主体とする酵素で、その至適pHを2.5
（カゼイン基質）～3.4（卵白アルブミン基質）にもち、活性
域をpH2.0～6.0の酸性領域にもつ耐酸性の酵素である。

Bマミターゼ
マミターゼはAspergillus属の糸状菌の１種より得られる
酵素で、活性pHを4.0～6.0にもつでんぷん分解酵素X-ア
ミラーゼ活性を主体とする。

CリパーゼA
リパーゼAはAspergillus属の糸状菌の１種より得られる
酵素で、脂肪分解活性の活性pHを5.0～7.0にもつ。また、
リパーゼAはたん白分解活性も有する。

DセルラーゼAP3
セルラーゼAP3はAspergillus属の糸状菌より得られるせ
んい素分解酵素で、活性pHは4.0～6.0である。

E濃厚パンクレアチン6）

濃厚パンクレアチンは、ブタのすい臓から得られる酵素で、
プロテアーゼ、アミラーゼ及びリパーゼを含み、広い消化
作用をあらわす。また、すい液の分泌低下による消化器症
状を改善する作用が認められている。

【包　装】
カプセル：100カプセル（10カプセル×10）

500カプセル（バラ）
1,000カプセル（10カプセル×100）

顆　　粒：100g
500g（100g×5）
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貯　　法：室温保存
使用期限：外箱に表示の使用期
限内に使用すること。
（使用期限内であっても開封後はな
るべく速やかに使用すること。）

承認番号 薬価収載 販売開始

カプセル（48AM）612 1974年 3月 1974年 1月

顆粒（48AM）611 1974年 3月 1974年 4月

再評価結果 1989年 9月

消化酵素製剤

成　　　　分 含　量

胃溶性顆粒

ヒロダーゼ
マミターゼ
リパーゼA
セルラーゼAP3

25㎎
35㎎
12㎎
20㎎

腸溶性顆粒 濃厚パンクレアチン 75㎎

色調・剤形
淡褐色～褐色の胃溶性及び腸溶性の
混合顆粒を含む頭部及び胴部とも白
色から黄みの灰白色の硬カプセル剤

識別コード $ 257

形状・号数
１号

長　径（㎜） 19.2
短　径（㎜） 6.8

$257 $257
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【文献請求先・製品情報お問い合わせ先】
武田薬品工業株式会社　くすり相談室

〒103-8668 東京都中央区日本橋本町二丁目1番1号
フリーダイヤル　0120-566-587

受付時間 9 : 00～17 : 30（土日祝日・弊社休業日を除く）
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